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新 年 の 挨 拶
卜

｀`

ヒ
12月 定 例 会

磁 乾
.唸,1                         乾

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

議
長

濱
口
　
守
好

背
様
方
に
は
干
茂
２３
年

の
新
春
を
ご
徒
勝

の
う
ち
に

お
迎
え
に
な
ら
独
ま
し
た
こ
と
、

ば
か
ら
お
疫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
“
政
治
と
は
”

と
、
国
民
あ
げ

て
考
え
さ
せ

ら
独
る
年

で
し
た
。

「
ク
リ
ー
ン
な
政
治
」

「
国
民
主

推

の
政
治
」
と
謳

っ
て
き
た
政
権
与
党
も
、
国
民
不
左

の
内
部ヽ
抗
争
に
終
擁
し
、

「
回
案
奏
仝
保
障
」

「
危
機

管
理
」

「
老
後

の
宴

吋
」

「
財
政
え
法
」

「
景
気

の
高

揚
集
」
な
ど
、
解
決
に
努
力
し
て
い
か
な
け
独
ば
な
ら

な

い
多
く
の
課
題
を
九
送
り
、
野
党
に
お

い
て
も
何
の

青
明
集
を
国
民
に
示
さ
な

い
ま
ま

で
あ
り
ま
す
。
国
民

の
生
命
と
財
た
、
安

吋
し
て
基
ら
せ
る
社
会

の
構
築
が

求
め
ら
独
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
民
不
左

の
政
治

が
行
わ
独
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
は
ネ
ば
か
り

で
は

な

い
で
し
ょ
つヽ
。

地
方
に
お
け
る
政
治
は
待

っ
た
な
し
の
状
汎
で
あ
り

ま
す
。

「
経
済
対
集
」

「
痛
れ
環
境
」
と
生
活
に
密
ψ看

し
た
行
政
が
求
め
ら
独
て
お
り
ま
す
。

昨
年
１２
月
議
会
に
は
、
理
事
者
か
ら
、
今
後
・０
年
間

？
局
浜
町
盗
谷
寸
働
基
本
構
想
が
提
案
さ
独
、
可
決
承

記
さ
独
ま
し
た
。
将
来
の
子
ど
も
た
ち
や
高
船
者
の
背

様
に
、
芸

ｄ
し
て
生
き
が

い
が
持

て
る
町
づ
く
り
に
努

め
な
け
独
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
と
し
て
も
、
し

っ
か
り
と
議
論
を
尽
く
し
、
町

民
の
皆
様

の
負
託
に
た
え
て
ま

い
り
ま
す
。

そ
び
に
、
（
年

一
年
、
背
様
に
と

っ
て
充
実
し
た
喜

び
多

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
折
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

↓尋
穐
中ｇ

，解
ｇ
Ｆ騨
慧
∋騨
琴
ａ爵
で

，欝
ザ
・藤
ぽ
ど癖
爾
藝

副
議
長

渉
本
　
警
昭

皆
様
方
に
は
、
俺
や
か
に
新
春
を
お
逹
え
の
こ
と
と

お
疫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
十
は
、
本
町
の
議
会
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
（
厚
く
お
礼
ヤ
し
上
げ
ま
す
。

国
に
お

い
て
は
、
央
閣
諸
島
聞
廻
、
北
オ
額
上
問
題
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
午
々
と
深
刻
な
問
題
が
凸
績
し
て
い
る
現

状
で
な
り
ま
す
。

本
町
も
昨
年
は
、
課
超
山
積

の

一
年

で
あ
り
、
思
え

ば
数
々
の
事
柄
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
住
民
白
治
を

登
況
し

「
自
分
堂
の
ま
ち
の
こ
と
は
自
分
逹
で
決
め
る
」

と

い
っ
た
、
意
気
込
み
で
議
会
も
住
入
の
皆
様
オ
と
逹

携
を
来
り
な
が
ら
、
門
か
独
た
議
会
、
信
頼
さ
独
る
議

会
に
合
力
を
本
げ

て
来
り
包
ん
で
参
う
た

い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

結
び
に
、
住
民
背
様
オ
の
、
ご
徒
勝
と
ご
多
幸
を
ご

折
念
ャ
し
上
げ
、
新
本

の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

新
し
い
議
員
を

紹
介
し
ま
す

２２
年
８
月
の
補
欠
選
挙
で

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

井
ノ
元
康
夫
　
議
員

鑢

雑

嚇

・

所
業

齢

一

住

職

年

一

清
常
　
光
洋
　
議
員

チ::

深
井

久
貝u

議
貝

井
ノ
上
管
雄
　
議
員

一ｌ

ｒ

一〓

■
一革

↓

一一妻

」「渠

三

十

１

一―

主
主

―

―

葵

〓

一発

【

主

業

一̈

ギ

ｒ

ｉ

本

―

１

１

１

ド

ュ

■
議
案
第
５６
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町

一
般
会
計
補
正

予
算

（第
４
号
）
に
つ
い
て

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
ワ
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）
に
つ

い
て

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
５８
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

に
つ
い
て

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
５９
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）
に
つ
い
て

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
６０
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）
に

つ
い
て

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
６‐
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）
に
つ

い
て

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
６２
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
公
有
水
面
埋
立

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

に
つ
い
て

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
６３
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
国
民
宿
舎
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）
に
つ

い
て

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
６４
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）
に
つ
い
て

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
６５
号

高
浜
町
肢
体
不
自
由
児
援
助
事
業
基

金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
６６
号

高
浜
町
土
地
開
発
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
に
つ
い
て【全

員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
瞬
号

高
浜
町
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定

に
つ
い
て

【賛
成
多
数
で
可
決
】

■
議
案
第
６８
号

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い

て

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
６９
号

字
の
区
域
の
設
定
に
つ
い
て

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
請
願
第
２
号

Ｅ
Ｐ
Ａ

・
Ｆ
Ｔ
Ａ
推
進
路
線
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願

【継
続
審
査
】

■
請
願
第
５
弓

保
育
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願

【継
続
審
査
】

■
請
願
第
６
号

Ｔ
Ｐ
Ｐ
め
参
加
に
反
対
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願

【継
続
審
査
】

範

・住所 東三松
・職業 会社社長
・年齢 60歳

孔
瑚

鋭

一

所

業
齢

一

住
職

年

．

卿諜輸

所
業
齢

ｒ

住
職

年

．

12月定例議会は7日から20日までの14日 間の日程で開かれました。
今定例会でIよ、以下の議案を審議、採決しました。主な内容は、

◆一般会計補正予算では青郷公民館の敷地の一部 (借地)を買収します。また平成23年7月開始のテレ
ビのデジタル化に伴い、公共施設のテレビも対応します。さらに高浜中学校普通教室にエアコンを設
置するための設計費を計上しました。

◆地方自治法の規定により、平成23年度から向こう10年間の町づくりのための「高浜町総合計画基本
構想」を可決しました。

◆2つの基金を行政推移に貝JFり廃とします。 その他.委員会質理をこ覧くだ|さい。

12月定lttlJ議会開会

2聟覇
iちつ卜,ど d rl第 105号

第105号 為 評 どJ rl3



般 質 問 質 疑 討 論 採

著
●

・

回
回
】

羽
■

回
目
目

岡
）
小
幡
憲
仁
　
議
員
…
高
浜
中
学
校

普
通
教
室

へ
の
冷
房
設
置
の
設
計
費
が

予
算
計
上
さ
れ
た
。
議
会
で
の
議
論
も

踏
ま
え
て
予
算
化
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。

今
後
の
小
学
校
も
含
め
た
設
置
計
画
に

つ
い
て
門
甲
つ
。

圏
）
教
育
長
…
平
成
２３
年
度
に
高
浜
中

学
に
冷
房
を
設
置
予
定
で
あ
る
。
他
の

学
校
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
も
踏
ま

え

つ
つ
早
急
に
設
置
し
た
い
。

目
目
目

同
一
小
幡
憲
仁
　
議
員
…
基
金
の
統
合

に
は
異
論
は
な
い
が
、
当
初
、
町
民
の

寄
付
を
原
資
に
設
立
さ
れ
た
基
金
で
あ

る
。
当
時
の
障
害
児
に
対
す
る
町
民
の

篤
志
を
統
合
す
る
基
金
条
例
に
条
文
と

し
て
反
映
で
き
な
い
か
。

国
一
総
務
課
長
…
条
例
の
条
文
に
反
映

で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

磯

部

武

史

教
室
に
エ
ア
コ
ン
を

答
弁
　
来
年
９
月
に
高
浜
中
学
校
か
ら

９
月
に
な
っ
て
も
猛
暑
が
続
き
、

一
般
教
室
に
も
エ
ア
コ
ン
を
と

い
う
声
が
多
く
届
い
た
。

お
お
い
町
は
、
全
て
の
教
室
に
。
美

浜
町
、
敦
賀
市
で
は
中
学
校
に
設
置
済

み
で
あ
る
。

文
科
省
の
学
校
環
境
衛
生
の
基
準
で

は
、

３０
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
も

っ
と
も
望
ま
し
い
の
は
２５
～
２８

℃
で
あ
る
こ
と
と
あ
る
。

町
長
に
粘
り
強
く
そ
の
必
要
性
を
訴

え
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
補
正
予
算
に
、

高
浜
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

た
め
の
設
計
費
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

併
せ
て
ミ
ス
ト
シ
ヤ
ワ
ー
な
ど
の
導

入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

「
引
〕

期
菊
韓

屋
外
で
の
史
好
な
学
習

環
境
の
確
保
に
大

い
に
頭
を
悩
ま
せ
て

い
た
。

扇
風
機
、
日
蔭
用
テ
ン
ト
、

エ
ア
コ

ン
の
あ
る
特
別
教
室
の
活
用
な
ど
、
様
々

「高
浜
町
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定

に
つ
い
て
」

反

対

討

論

◎
渡
邊
　
　
孝
　
議
員

「基
本
構
想
」
で
は
５
つ
の
基
本
目

標
を
設
定
し
て
い
る
。
そ
の
中
に

「
原

子
力
と
共
生
し
、
関
連
産
業
を
育
て
る

ま
ち
」
を
掲
げ
て
い
る
。
原
子
力
発
電

は
未
だ
未
完
成
技
術
で
あ
り
、
地
震
の

襲
来
と
と
も
に
大
地
震
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
関
連
産
業
の
育

成
と
い
う
が
、
放
射
能
と
い
う
特
殊
な

物
質
が
封
象
で
あ
り
、
簡
単
に
携
わ
れ

な
い
。
従

っ
て
、
原
子
力
と
ま
ち
づ
く

り
は
共
生
で
き
な
い
。

賛

成

討

論

◎
粟
野
　
明
雄
　
議
員

原
子
力
と
共
生
す
る
こ
と
を
反
対
す

る
討
論
が
あ

つ
た
が
、
高
浜
町
の
経
済

は
原
子
力
な
く
し
て
成
り
立
た
な
い
状

況
に
な

っ
て
い
る
。
人
口
も
原
子
力
が

あ
る
か
ら
増
え
な
い
の
で
は
な
く
、
若

狭
湾
沿
い
の
同
じ
環
境
の
市
町
村
は
、

２
割
ほ
ど
減

つ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
高
浜
町
は
、
原
子
力
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
２
割
ほ
ど
増
え
た
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
事
業
も
、
同
じ
人
間
で
あ
る
高

浜
町
民
に
も
出
来
な
い
は
ず
は
な
い
。

今
後
と
も
原
子
力
と
共
生
す
る
こ
と
を

計
画
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

◎
的
場
　
輝
夫
　
議
員

総
合
計
画
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た

「住
民

ア
ン
ケ
ー
ト

・
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト

・
庁

内
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会

・
策
定
ワ
ー
キ

ン
グ
委
員
会
」
等
、
様
々
な
手
法
を
活

用
し
、
的
確
な
基
本
構
想
の
内
容
に
修

練
さ
れ
て
い
る
と
判
断
す
る
が
、
町
民

自
ら
の
基
本
構
想
と
し
て
共
に
成
ｔ
遂

げ
よ
う
と
の
熟
意
が
、
町
民
全
体
に
生

ま
れ
る
よ
う
今
後
努
力
さ
れ
る
事
を
信

じ
賛
成
と
す
る
。

◎
山
本
　
［昌
夫
　
議
員

今
後
１０
年
に
わ
た
る
高
浜
町
の
基
本

構
想
で
あ
る
が
時
代
の
変
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
実
施
計
画
に
お
い
て
は
広
く

住
民
の
意
見
を
集
約
し
て
柔
軟
な
総
合

計
画
で
あ
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
て
賛

成
と
す
る
。

な
暑
さ
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

学
校
現
場
や
保
護
者
と
の
意
見
交
換

を
踏
ま
え
、
来
年
度
に
ま
ず
高
浜
中
学

校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
導
入
し
、

順
次
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

今
後
も
こ
の
問
題
を
、
最
優
先
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
農
林
水
産
対
策
室
の
設
置
は
い
つ
か

過
去
の

一
般
質
問
で
、
秋
ご
ろ

に
は
ま
ち
づ
く
り
課
の
中
に
、

農
林
水
産
対
策
室
を
設
置
す
る
と
い
う

答
弁
が
あ
っ
た
。

未
だ
、
動
き
が
見
え
な
い
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
部
門
を
統

括
し
た

「室
」
に
な
る
の
か
。

「引〕制倒傑ての課で、機構改革

に
対
す
る
検
証
を
行

っ
て
い
る
。

農
林
水
産
部
門
で
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
課
員
が
、
事
業
者
に

重
複
し
た
説
明
を
求
め
る
な
ど
、
ス
ピ

ー
ド
感
に
欠
け
た
対
応
が
み
ら
れ
、
効

率
を
高
め
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

来
年
４
月
に
、
機
構
改
革
の
マ
イ
ナ

ー
チ
ェ
ン
ジ
を
す
べ
く
準
備
し
て
い
る
。

横

田

則

孝

当
初
予
算
の
編
成
方
針
と

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

答
弁
　
日取小
の経
費
で
最
大
の効
果
を
挙
げ
る

当
初
予
算
編
成
に
当
た
り
、
目

玉
と
な
る
政
策
事
業
に
つ
い
て

問
う
。

予
算
編
成
に
当
た

っ
て
は
財
政
の
健

全
化
を
常
に
念
頭
に
お
き
、
必
要
な
事

業
に
対
し
て
は
柔
軟
か
つ
積
極
的
に
対

応
し
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
た
予
算
配
分
が
必
要
と
考
え
る
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
今
、
何
を
求
め
て
お

ら
れ
る
の
か
を
的
確
に
捉
え
町
民
の
二

十
ズ
に
合

っ
た
政
策
を
打
ち
出
す
べ
き
。

「
‐ ‐

劇

「
円丁

無
落
座
談
会
」
や
各
種
団
体

等

の
懇
談
の
中
か
ら
出
て
き
た
、
現
場

で
の
課
題
や
要
望
に
対
し
て
可
能
な
限

り
対
応
す
る
。
今

一
度
、
地
方
自
治
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る

『最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
』
こ
と
を
念
頭

に
お
き
、
既
存
事
業
の
効
果
や
必
要
性

を
見
直
し
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が

コ
ス

ト
意
識
を
持

っ
て
取
り
組
む
。

◆
獣
害
被
害
が
増
え
る

一
方
で
あ
る
。

駆
除
に
力
を
入
れ
る
べ
き
。

「
引
割

朧
脳
陣
啄
脚
珊
際

力
を
入
れ
る
。

狩
猟
免
許
取
得
に
か
か
る
経
費
を
助
成

し
負
担
軽
減
を
図
る
。

低
炭
素
社
会

へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
間
う
。

２‐
世
紀
は
環
境
の
時
代
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
。
県
は
低
炭
素
化
社
会
の
実
現
を

目
指
し
太
陽
光
発
電
や
電
気
自
動
車
な

ど
の
導
入

・
普
及
の
対
策
を
探
る
調
査

検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
嶺
南
西
部
で
モ

デ
ル
地
域
を
選
定
し
低
炭
素
化
会
社
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
本
町

も
県
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
豊
か
な

自
然
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
町
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

「

‐
十

一
馴
畷

で
は

コ
局
浜
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
ー
構
想
」
や

「青
の
里
構
想
」

の
具
体
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の

構
想
の
中
に
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
要
素
を
盛

り
込
み
高
浜
の
エ
コ
タ
ウ
ン
化
、
エ
コ

ビ
レ
ッ
ジ
化
を
考
え
る
。
木
造
建
築
の

推
進
、
里
山
整
備
な
ど
伝
統
的
手
法
で

あ
る
ロ
ー
テ
ク
技
術
も
織
り
交
ぜ
な
が

ら
具
体
化
に
取
り
組
み
た
い
。

平
成
２２
年
　
第
６
回

（Ｈ
月
）
高
浜

町
議
会
臨
時
会

■
議
案
第
５３
号
　
一局
浜
町

一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
を
受
け
、　
一
般
職
お
よ

び
特
別
職
の
諸
手
当
を
減
額
改
正

【賛
成
多
数
で
可
決
】

■
議
案
第
５４
号
　
一局
浜
町
情
報
通
信

基
盤
整
備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

地
震
、
土
砂
災
害
等
に
お
け
る
防
災

行
政
無
線

・
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
の

整
備

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
５５
号
　
内
浦
港
港
湾
区
域

に
お
け
る
公
有
水
面
埋
立
地
の
用
途

変
更
に
か
か
る
答
申
に
つ
い
て

地
域
再
生
計
画

「港
整
備
交
付
金
事

業
」
に
よ
り
県
が
事
業
主
保
と
な
り

進
め
ら
れ
て
き
た
本
事
業
の
見
直
し

に
よ
る
、
縮
小

（１
４
、
５
３
１

・

４
８
２ｍ
減
）
に
伴
い
用
途
変
更

【賛
成
多
数
で
可
決
】

Ｈ

月

臨

時

議

会

4:蒻盈Ч貧トメざJ rl第 105号
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般 質 問 一 般 質 問

ぶ :L

g藤
）

深

井

久

則

鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

お
お
い
町
と
の
駆
除

実
績
の
差
は
何
か

答
弁
　
猟
師
の
人
員
数
の
差
が
出
た

も
の
と
思
う
。

①
狩
猟
免
許
取
得
の
た
め
の
対

策
は
あ
る
の
か
。

②
鳥
獣
害
対
策
の
予
算
は
い
く
ら
か
。

③
鳥
獣
害
対
策
で
の
里
山
整
備
的
な
事

業
は
あ
る
の
か
。

「
引
コ

側
糠

年
度
予
算
で
、
狩
猟
免
許

の
取
得
及
び
更
新
に
対
し
て
、
補
助

金
を
計
上
し
た
い
。

②
平
成
２２
年
度
は
総
額
約
１
千
６
百
万

円
余
り
、
本
定
例
会
１２
月
補
正
予
算

で
、
不
足
す
る
捕
獲
檻
製
作
事
業
費

を
計
上
し
た
。

③
林
家
の
方
々
が
、
鹿
の
樹
皮
被
害
等

で
、
就
業
意
欲
が
減
衰
し
、
林
地
の

荒
廃
を
招
い
て
い
る
。
関
係
機
関
と

協
議
を
進
め
被
害
対
策
を
講
じ
る
。

◆

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
室
日
の
里
、

脇
坂
公
園
構
想
の
関
連
質
問

①
構
想
は
何
年
で
実
施
で
き
る

の
か
。

②
各
構
想
実
現
の
た
め
の
費
用
は
、
積

算
出
来
て
い
る
の
か
。

③
脇
坂
公
園
の
事
業
内
容
と
費
用
は
。

④
各
種
イ
ベ
ン
ト
及
び
構
想
の
立
案
企

画
は
外
部
委
託
に
頼
ら
ず
、
町
民
及

び
役
場
が
主
体
に
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

「
「
〕

卿
難

施
時
期
は
財
源
調
整
等
の

問
題
も
有
り
、
現
段
階
で
は
明
言
で

き
な
い
。

②
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
の
費
用
は
、
積

算
、
精
査
中
。
骨
格
が
出
来
た
段
階

で
公
表
。
青
の
里
に
つ
い
て
は
各
事

業
の
計
画
策
定
さ
れ
た
も
の
か
ら
、

順
次
積
算
を
す
る
。

③
事
業
内
容
は
自
然
環
境
を
活
用
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
運
営
及
び
採
算

性
等
を
考
え
、
今
年
度
末
ま
で
に
ま

と
め
る
。
費
用
は
概
算
５
～
７
億
円
。

④
主
体
は
町
民
、
役
場
等
で
行

っ
て
い

る
。
た
だ
専
門
的
分
野
の
サ
ポ
ー
ト

は
外
部
に
委
託
し
て
い
る
。

◆
「核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
」
と

「
原
子
力
発
電
施
設
立
地
地
域

共
生
交
付
金
」
の
活
用
に
つ
い
て

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に
対
し
交

付
さ
れ
る
「核
燃
料
サ
イ
ク
ル

交
付
金
」
と
、

３０
年
超
え
の
原
発
に
交
付

さ
れ
る
正
〈生
交
付
金
」
の
活
用
に
つ
い

て
町
と
県
の
事
業
を
問
う
。

■

瑚

浮

一父
昼

員

６０

億
円
が
交
付
さ
れ
、
そ
の
内
２４
億
円
が
高

浜
町
へ
配
分
さ
れ
防
災
行
政
無
線
整
備

事
業
に
５
億
８
千
万
円
、
下
水
処
理
施

設
整
備
事
業
と
清
掃
セ
ン
タ
ー
設
備
更

新
事
業
に
９
億
円
、
城
山
荘
を
含
め
た

城
山
公
園
整
備
事
業
に
９
億
２
十
万
円

を
充
当
す
る
予
定
を
し
て
い
る
。
「共
生

交
付
金
」
は
県
内

４
ヶ
所
の
原
発
立
地

市
町
を
対
象
に
県
へ
１
０
０
億
円
が
交

付
さ
れ
、
立
地
市
町
へ
の
配
分
は
総
額
で

４３
億
円
で
高
浜
町
へ
は
１０
億
７
５
０
０

万
が
交
付
さ
れ
る
。
～」
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
は
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
関
連
事
業
」

及
び
青
の
里
・脇
坂
整
備
事
業
を
予
定

し
て
い
る
。
県
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
高

浜
町
が
進
め
て
い
る
冒
同
浜
エ
コ
タ
ウ
ン
構

想
」
を
県
営
の
関
連
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
る
よ
う
県
へ
要
望
中
で
あ
る
。

井
ノ
元
康
夫

舞
鶴
野
原
港
高
浜
線
と

音
海
避
難
道
に
つ
い
て

舞
鶴
野
原
港
高
浜
線
の
改
良
工

事
に
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が

あ
る
。
危
険
な
カ
ー
ブ

の
直
進
化
、
学

校
の
統
廃
合
に
よ
り
通
学
の
危
険
性
は

緩
和
さ
れ
た
が
、
生
活
住
民
の
た
め
の

歩
道
整
備
、
舞
鶴
市
野
原

へ
の
延
伸
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
県
工
事
で
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
町
か
ら
の

強
い
要
望
が
重
要
で
あ
る
。

現
状
と
展
望
に
つ
い
て
見
解
奄
間
う
。

「引一期僻囃闘淵謙浜線は内に地

区
に
お
い
て
最
も
日
常
生
活
に
密
着
し

た
道
路
で
あ
る
。
町
と
し
て
も
重
要
性

は
充
分
認
識
し
て
い
る
。
県
に
対
し
議

会

・
行
政

・
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
、
粘
り
強
く
要
望
を
重
ね
て
い

之Ｏ
。し

か
し
府

・
県
を
ま
た
が
る
路
線
で

あ
り
、
京
都
府
側
の
整
備
は
、
か
な
り

遅
れ
て
い
る
。
当
面
県
内
側
の
急
カ
ー

ブ
な
ど
の
問
題
の
あ
る
個
所
に
つ
い
て
、

優
先
順
位
の
高
い
と
こ
み
か
ら
改
良
整

備
を
順
次
進
め
て
い
る
。

音
海
地
区
の
要
望
で
あ
る
、
原

子
力
災
害
時
に
お
け
る
避
難
道

の
設
計
調
査
の
予
算
が

つ
い
た
と
聞
く

が
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

「
引
コ

醜
悧
哩
帥
脚
囃

沿
線
に
は
高
浜

原
子
力
発
電
所
が
立
地
し
、
音
海
地
区

に
お
い
て
は
、
唯

一
の
避
難
道
で
あ
り

避
難
道
路
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
必

要
が
あ
る
。
田
ノ
浦
地
係
の
ト
ン
ネ
ル

化
に
よ
る
バ
イ
パ
ス
道
路
の
新
設
整
備

を
、
国

・
県
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。

県
に
お
い
て
は
、
既
に
ル
ー
ト
設
計

業
務
を
発
注
し
調
査
検
討
中
で
あ
り
、

国
に
対
し
て
も
積
極
的
な
財
政
支
援
を

行
う
よ
う
要
請
を
続
け
る
。

音
海
地
区
に
発
電
所
の
駐
車
場

が
で
き
て
避
難
時
混
雑
し
な
い

か「
「
Ｊ

綿
醐
嘲
隊

従
事

の
方
が
、
駐
車

場
に
も
ど

つ
て
駐
車
場
か
ら
の
避
難
は
、

な
い
た
め
、
混
雑
の
心
配
は
な

い
。

ま
た
原
子
力
災
害
時
の
避
難
要
領
は

高
浜
町
防
災
計
画
原
子
力
編
の
通
り
で

あ
る
。

清

常

光

洋

高
浜
白
宣
言

（ま
ち
お
こ
し
・ま
ち
づ
く
り
）

の
本
質
に
つ
い
て

答
弁
　
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
在

従
来
に
な
い
手
法
で
行
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

町
長
は
新
し
い
町
づ
く
り
の
推

進
に
当
り
、
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ

―
の
発
想
を
き

っ
か
け
と
し

「高
浜
白

宣
言
」
を
ス
回
―
ガ
ン
に
、
気
持
ち
を

一
度
リ
セ
ッ
ト
し

「ま

っ
白
な
気
持
」

で
行
動
を
起
こ
そ
う
と
言
わ
れ
る
。

町
民
の
間
で
は

「白
」
と
は

「浜
そ

う
じ
」
の
事
か
と
言
う
人
も
い
る
。

こ
の
事
は

「自
宣
言
」
が
町
民
か
ら

の
盛
り
上
が
り
、
熱
意
で
は
な
い
の
が

起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

「
「
一
剌
藤

宣
言
」
は
新
し
い

「ま
ち

づ
く
り
」
の
手
法
で
あ
り
、
判
り
に
く

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
外
部
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
、
元
々
町
が
持

っ
て
い
る
素
材

を
引
き
だ
す
役
割
で
あ
る
。

S

勝

本

繁

昭

町
内
行
事
の
日
程
調
整
は

答
弁
　
段
階
的
に
集
約

年
間
町
内
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
が

催
し
さ
れ
て
い
る
が
行
事
日
程

の
見
直
し
は
。

「

‐‐ヨ

制
制
囃

談
会

の
席
上
で
も
Λ
町

民
の
方
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
と
集

約
を
求
め
る
内
容
の
ご
意
見
を
聞
い
て

い
る
の
で
平
成
％
年
度
よ
り
段
階
的
に

集
約
と
見
直
し
を
図

っ
て
い
く
。

◆
鳥
獣
害
対
策
は

答
弁
　
各
集
落
の
総
意
と
体
制

県
単
の
平
成
２２
年
９
月
補
正
予

算
で
鳥
獣
害
の
な
い
里
づ
く
り

推
進
事
業
、
ネ
ツ
ト
柵
の
整
備
支
援
が

な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
獣
が
街
の

道
路
に
も
頻
繁
に
出
没
し
交
通
災
害
を

再
三
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
整
備
事

業
を
利
用
し
て
、
ネ
ツ
ト
柵
の
陳
情
要

望
が
な
さ
れ
て
い
る
町
内
の
農
業
者
や

地
域
団
体
等
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
こ

の
制
度
を
行
政
と
し
て
取
り
組
む
姿
勢

は
あ
る
の
か
、
各
地
域

へ
の
情
報
の
伝

達
も
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
な
さ
れ
て

い
る
の
か
問
う
。

「
引
一
載
嚇
中
怒
卿
脚
膵

要
件
と
し
て
、

集
落
ぐ
る
み
に
よ
る
管
理
体
制
、
山
際

の
緩
衝
帯
の
整
備
、
整
備
単
価
１
メ
ー

ト
ル
当
た
り
５
千
円
基
準
、
１
／
３
以

内
の
地
元
負
担
の
了
解
、
ネ

ッ
ト
柵
設

置
地
域
内
進
入
柵
の
二
重
整
備
の
禁
止
、

谷
筋
等
の

一
斉
整
備

（集
団
化
）
こ
れ

ら
の
要
件
等
整
理

・
検
討
す
る
上
で
、

ネ

ッ
ト
柵
の
整
備
に
つ
い
て
の
要
望
調

査
に
取
組
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

ネ

ッ
ト
柵
に
つ
い
て
の
要
望
は
町
内
の

２
団
体
よ
り
要
望
を
頂
い
て
い
る
。
ネ

ッ
ト
設
置
に
あ
た

つ
て
は
、
最
大
の
効

果
が
発
揮
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
の
で
、
地
元
負
担
の
理

解
、
管
理
の
問
題
な
ど
、
各
集
落
の
総

意
と
体
制
整
備
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
、

県
担
当
者
と
と
も
に
指
導

・
相
談
を
進

め
な
が
ら
、
積
極
的
な
支
援
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
農
家
組

合
長
会
議
や
営
農
座
談
会
等
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
他
の

事
業
申
請
を
受
け
付
け
る
時
に
も
照
会

を
す
る
。

6
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一 般 質 問
一 般 質 問

小

幡

憲

仁

高
浜
病
院
の
今
後
の

町
の
対
応
は

答
弁
　
次
年
度
に
国
や
関
係
機
関
と

協
議
を
始
め
る

高
浜
病
院
は
参
議
院
選
後
の
結

果
で
国
有
病
院
と
し
て
存
続
す

る
方
針
が

一
転
、
従
来
の
整
理
売
却
方

針
が
延
長
さ
れ
た
。
今
後
の
高
浜
病
院

に
対
す
る
町
の
動
き
を
問
う
。

「
‐‐‐‐

‐
〕
卿
襟

ヽ
病
院
の
経
営
上
の
課
題

を
委
託
で
調
査
し
て
い
る
。
ま
た
、

「地

域
医
療
推
進
合
同
会
議
」
の
最
終
報
告

の
提
言
も
踏
ま
え
、
高
浜
病
院
の
今
後

の
経
営
形
態
に
つ
い
て
次
年
度
に
国
や

関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
医
師
等
の
安
定
的
供
給
策
、

老
人
保
健
施
設
等
介
護
福
祉
施
設
の
整

備
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
た

検
討
も
進
め
る
。

◆
下
水
道
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

高
浜
町
の
下
水
道
事
業
は
加
入

補
助
金
支
給
や
性
急
な
整
備
の

結
果
、多
額
の
起
債
残
高
が
残

っ
た
。
人

口
減
少
で
使
用
料
増
加
が
見
込
め
な
い

中
、
多
額
の

一
般
会
計
か
ら
の
補
填
が

続
く
。
〈フ
後
の
経
営
安
定
化
策
を
問
う
。

上
下
水
道
課
長

地
域
格
差
を
無
く
す
た
め
、
短

期
間
で
の
整
備
と
処
理
水
の
高
度
処
理

を
行
な

っ
た
事
と
、
下
水
道
料
金
が
低

い
こ
と
か
ら
町
財
政
に
負
担
を
か
け
て

い
る
。
現
在
、
下
水
道
の
１０
年
先
を
見

据
え
た

「
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
作
成
に

向
け
た
検
討
業
務
を
行

っ
て
お
り
、
こ

の
中
で
料
金
や
会
計
処
理
を
再
考
す
る

必
要
が
あ
る
。

◆
パ
パ
育
体
に
つ
い
て

育
児

・
介
護
体
業
法
が
改
正
さ

れ
、
高
浜
町
も
条
例
改
正
を
行

う
な
ど
制
度
の
面
は
整
備
さ
れ
た
。
役

場
内
の
パ
パ
育
体
取
得
実
態
と
町
内
企

業

へ
の
奨
励
策
を
実
施
す
る
考
え
は
な

い
か
を
問
う
。

「
‐

ョ

帥
膨
酬
聴

出
者
全
員
が
取
得
し

て
い
る
が
父
親
の
取
得
実
績
は
な
い
。

町
内
企
業
に
パ
パ
育
休
の
奨
励
施
策
は

行

っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
検
討
が
必

要
な
事
業
で
あ
る
。

山

本

富

夫

交
付
金
３５
億
円
使
途
は
？

答
弁

　

「
エ
コ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

取
り
組
む

平
成
２３
年
度
予
算
編
成
に
つ
い

て
間
う
。
町
長

一
期
目
の
最
終

年
度
と
し
て
の
施
策
と
交
付
金
３５
億
円

の
使
途
に
つ
い
て
。

「

‐ ‐
十

一
潮
鱒

合
計
画
の
５
つ
の
戦
廠

に

沿

つ
た
事
業
。
雨
天
多
目
的
体
育
館
、

道
路
整
備
、　
一
次
産
業
対
策
、
中
学
校

の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
と

「
エ
コ
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
取
り
組
む
。
交
付
金
使

途
は
２２
年
度
か
ら
２７
年
度
の
事
業
に
充

当
す
る
予
定
。

町
道
南
山
手
線
延
伸
、
県
道
音

海
中
津
線

（音
海
バ
イ
パ

ス
ト

ン
ネ
ル
化
）

・
県
道
野
原
港
高
浜
線
改

良
に
つ
い
て
、
原
子
力
避
難
道
と
し
て

国

・
県
は
ど
の
よ
う
に
取
組
む
予
定
か
。

原
子
力
特
措
法
の
１０
年
延
長
を
機
に
財

源
充
当
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
へ
の
要

請
を
求
む
。

「
「
コ

醜
叫
報
鰤
嘲
憾

は
舞
鶴
市
側
が

多
門
院
ま
で
の
路
線
は
事
業
化
優
先
度

が
低
い
が
国
道
２７
号
青
葉
ト
ン
ネ
ル
改

良
整
備
は
も

っ
と
も
優
先
度
が
高
い
。

県
道
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
順
次
改
良

整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
原
子
力
防

災
体
制
の
充
実
強
化
に
お
い
て
避
難
道

と
し
て
の
財
政
支
援
を
国

・
県
に
対
し

て
引
続
き
強
く
要
請
す
る
考
え
で
あ
る
。

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
特
別
委

員
会
で
の
調
査
で
は
、
被
害
は

増
加
の

一
途
で
あ
る
。
農
家
の
み
な
ら

ず

一
般
菜
園
を
含
め
全
町
民
あ
げ
た

「こ

れ
な
ら
出
来
る
獣
害
対
策
」
を
徹
底
的

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
如
何
か
。

「
「
ヨ

無
秘
φ
啄
脚
割
膵

害
の
把
握
と

委
員
会
で
実
施
い
た
だ
い
た
調
査
に
よ

リ
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
、
爆
竹
の
追
い
は
ら

ぃ
も
３４
集
落
に
及
び

「自
分
た
ち
の
集

落
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
言
う
考
え

が
定
着
で
き
た
。
農
家
以
外

へ
の
封
策

は
、
主
に
ア
ラ
イ
グ
マ
・
猿
と
思
わ
れ

る
が
、
予
防
対
策
や
捕
獲
後
の
処
理
な

ど
充
分
な
ご
理
解
と
協
力
が
必
要
。
捕

獲
講
習
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
に
啓
発
を
図

っ
て
い
く
。

国
保
は
、
自
営
業
者
、
高
齢
者
、
失
業

者
な
ど
低
所
得
者
が
対
象
で
あ
る
。　
一

方
で
国
保
財
政
は
、
１
億
８
９
０
０
万

円
も
の
積
立
金
が
あ
る
。
ま
た
、
過
去

に
実
施
し
て
い
た

一
般
会
計
か
ら
国
保

会
計
へ
の
繰
入

（
い
わ
ゆ
る
赤
字
補
填
）

も
こ
の
７
年
間
は
ゼ

ロ
で
あ
る
。
高
す

ぎ
る
国
保
税
を
値
下
げ
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

「
引
〕
韓
畷
嘲
際

保
税
の

一
人
当
た
り

負
担
額
は
県
平
均
額
で
あ
り
、
軽
減
措

置
も
あ
る
。
ま
た
益
々
高
齢
化
も
高
ま

る
。
さ
ら
に
、
昨
今
の
医
療
の
高
度
化

等
に
よ
り
医
療
費
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

税
率
は
引
き
下
げ
に
は
至
ら
な
い
こ
と

に
ご
理
解
願
い
た
い
。

ゐ
Ｖ
′

ｒＯ
ｒ

∩

L

粟

野

明

雄

=

高
浜
町
の
蝶
に
つ
い
て

（そ
の
食
草
を
守
れ
）

答
弁
　
地
域
全
体
で
配
慮
を

高
浜
町
に
は
、
国
蝶
オ
オ
ム
ラ

サ
キ
を
始
め
貴
重
な
蝶
が
生
息

し
て
い
る
。
ギ

フ
チ
ョ
ウ
は
絶
減
危
惧

種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
食
草
は

カ
ン
ア
オ
イ
で
あ
り
、
草
刈
り
の
時
に

注
意
を
払
う
こ
と
で
蝶
が
守
れ
る
。
こ

の
保
護

へ
の
対
応
在
問
う
。

「
引
ョ

御
卿
韓

保
護
を
定
め
て
も
有
効

な
手
段
が
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
乱

開
発
が
生
物
体
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
を
、
当
町
と
し
て
も
絶
え
ず
訴
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
考
え
る
。

食
草
と
な
る
植
物
や
樹
木
の
保
護
か
ら

始
め
る
の
な
ら
、
地
域
全
体
で
自
然

ヘ

の
配
慮
を
示
す
以
外
の
方
法
は
な
い
。

蝶
の
保
護
は
、
観
光
資
源
に
な

ら
な
い
か
。

副
町
長

「青

の
郷
構
想
」

の
中
で
考
え

◆
低
炭
素
社
会
モ
デ

ル
地
域
選
定

に

つ

い

て

県
は
低
炭
素
社
会
実
現
を
目
指

し
、
嶺
南
西
部
地
域
を
モ
デ
ル

地
域
に
し
よ

，
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は

高
浜
町
の
エ
コ
タ
ウ
ン
計
画
と

一
致
す

る
。
高
浜
町
の
対
応
は
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
の
か
。

「
‥‐ ‐

〕

剛
篠

特
区
制
度

の
提
案
を
す
る

な
ど
、
検
討
を
始
め
て
い
る
。
県
の
動

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
進
捗
状
況
に
合

わ
せ
て
住
民

へ
の
広
報

・
周
知
を
し
て

い
き
た

い
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
実
現
性
は
。

渡

邊

　

孝

患
者
負
担
の
減
免
制
度
の

創
設
に
つ
い
て

答
弁
　
単則
向
き
に
検
討
し
た
い

厚
生
労
働
省
は
、
病
院
窓
口
で

一
部
負
担
金
が
支
払
え
な
い
低

所
得
者
の
た
め
の
、
減
額

・
免
除
の
基

準
を
示
し
た
。
大
事
な
こ
と
は
、
こ
の

基
準
は

「最
低
限
」
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
市
町
村
が
自
主
的
に
上
積
み
を
行

う
こ
と
は

「望
ま
し
い
」
と
述
べ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
高
浜
町
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
甲

つ
。

「
「
一
囃
爛
湘
際

た
基
準
や
内
容
、
県

下
で
実
施
し
て
い
る
３
市
町
の
実
状
な

ど
を
踏
ま
え
、　
一
部
負
担
金
の
減
免
に

つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

◆
国
保
税
の
減
額
を

高
浜
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
の
現
状
は
、
所
得
額
２
０
０

万
円
以
下
の
世
帯
が

７５

・
８
％
を
占
め
、

加
入
者
の
半
数
近
く

（
４８

・
４
％
）
が

法
定
減
額
を
受
け
て
い
る
。
も
と
も
と

・・・
“一

て

い
ど
ヽ
。

憩
▲

ヽ
●、

「刊一判韓度中には場所を決めた

い
。
電
力
会
社
で
取
り
組
む
。

こ
れ
か
ら
の
公
共
工
事
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
を
考
え
た
も
の
に
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
問

二
つ

′

。「「〕潮囃い庁舎には木の部分を

多
用
す
る
こ
と
で
環
境
に
配
慮
し
た
い
。

一線

0

押 、
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一 般 質 問

西

出

秀

雄

町
民
の
生
命
と
財
産
を

ど
う
守
る
の
か
？

答
弁
　
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
活
用

近
年
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
土
砂
災
害

が
、
多
く
発
生
し
て
い
る
。

①
わ
が
町
の
気
候
変
動
、
そ
れ
に
伴
う

災
害
は
。

②

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ

の
活
用
と
発
令
基

準
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
を
想
定
し
た

も
の
か
。

③
河
川
流
域
に
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置

計
画
は
。

④
土
砂
災
害
の
危
険
地
域
の
確
認
と
対

「引〕総赫締印はｃ

①
気
象
台

の
観
測
は
年
平
均
　
１

・

４
５
度
上
昇
、
降
雪
量
は
減
、
　

熱
帯

夜
は
増
加
、
冬
日
は
減
少
傾
向
　
で
あ

る
。
災
害
は
近
年
発
生
し
て
い
　
な
い
。

②
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
津
波
、
土

砂
災
害

マ
ッ
プ
を
合
わ
せ
た
、
総
合

的
な
マ
ッ
プ
を
、
今
年
度
作
成
、
全

戸
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。
地
域
防

災
計
画
の
基
準
に
基
づ
き
発
令
す
る
。

一一一一轟

　

的

場

輝

夫

新
総
合
計
画
は
、

金
町
民
の
参
加
と
英
知
を

結
集
し
、
成
し
遂
げ
よ

答
弁
　
町
民
全
員
参
加
の
協
働
に
よ
り

新
し
き
町
つ
く
り
を
目
指
す

高
浜
町
総
合
計
画
基
本
構
想
に

つ
い
て
　
①
こ
の
構
想
に
は
町

民
の
大
多
数
の
か
か
わ
り
と
、
英
知
が

結
集
さ
れ
て
い
る
内
容
と
い
え
る
の
か
。

②
役
場
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「行

政
経
営
」
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る

比
率
が
３
割
程
度
で
は
低
す
ぎ
な
い
か
。

③
企
業
誘
致
の
姿
勢
と
し
て
、
原
発
関

連
に
限
ら
ず
、
幅
広
く
誘
致
さ
れ
る
ベ

き
で
は
。
④

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル

を
機
能
さ
せ
る
に
は
、
内
浦

・
青
郷

・

高
浜

・
和
田
の
４
地
区
に
お
い
て
地
戦

に
根
ざ
し
た
住
民
に
よ
る
点
検

・
修
正

を
継
続
的
に
お
こ
な
え
る
体
制
整
備
が

必
要
で
な
い
の
か
。

［
引
〕

側
は

民 ．
制

ン 田丁
療

‐
卜

・
集
落
座

談
会

・
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会
等
相

当
の
町
民
や
役
場
職
員
の
参
加
に
よ
り

③
雨
水
対
策
と
し
て
、
小
規
模
な
調
整

池
と
バ
イ
パ
ス
管
を
新
設
し
海
に
放

流
す
る
計
画
。

④
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
特
別
警
戒
区

域
は
３
６
５
箇
所
指
定
。
地
元
説
明

会
を
開
催
し
た
。
危
険
な
場
所
を
点

検
し
防
災
情
報
を
収
集
す
る
。

◆
子
宮
頸
が
ん
対
策
に
つ
い
て

６
月
議
会
の
質
問
で
、
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
の
助
成

は
今
後
検
討
す
る
と
答
弁
を
聞
い
た
が
、

そ
の
後
の
検
討
は
。

ョ

襲

評

ん

ワ
ク

ヨ

Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
平
成
２３
年
度
よ
り
接

種
費
助
成
を
実
施
予
定
。
費
用
の
９０
％

助
成
を
予
定
し
て
い
る
。

策
定
に
至

っ
て
い
る
。
　

②
今
後
研
鑽

を
積
み

「選
択
と
集
中
」
に
よ
る

「行

政
経
営
」
の
浸
透
に
努
め
た
い
。
　

③

指
摘
の
要
素
も
総
合
計
画
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
。
　

④
先
進
事
例
を
学
び
つ

つ
、
指
摘
の
要
素
を
含
め
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
果
樹
園
開
設
に
か
か
わ
る
町

有
地
の
貸
付
の
際
、
周
辺
の
農
家

へ
の

鳥
獣
害
被
害
等
の
対
処
策
の
調
整
に
不

備
は
な
か

っ
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

町
の
雇
用

，
特
産
品
に
つ
な
が

る
事
業
展
開
を
期
待
し
、
許
可
し
た
も

の
で
あ
り
、
当
然
周
辺
住
民
に
迷
惑
の

か
か
ら
ぬ
よ
う
努
め
る
事
を
条
件
に
し

て
許
可
し
て
い
る
。
被
害
が
生
じ
れ
ば

真
摯
に
受
け
止
め
、
三貝
任
あ
る
対
処
を
す
る
。

高
齢
者
の
福
祉

・
健
康
の
維
持

向
上
に
寄
与
す
る

「
雨
天
屋
外

体
育
施
設
」
の
建
設
と
併
せ
、
九
十
歳

台
の
高
齢
者
を
含
む
利
用
と
な
る
こ
と

か
ら
、
移
動
手
段
の
検
討
も
さ
れ
た
い
。

「
引
〕

制
籐

は
新
年
度
内
完
成
を
め
ざ

し
、
移
動
手
段
は
、
各
種
の
交
通
利
便

策
の
総
合
的
見
直
し
の
中
で
検
討
す
る
。

池

田

康

信

高
浜
原
発
の
高
経
年
化

対
策
は
１

答
弁
　
関
西
電
力
が
国
に
申
請
し
厳

正
審
査
の
結
果
認
可
さ
れ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

高
浜
発
電
所
も
運
転
開
始
後
３６

年
経
過
し
高
経
年
化
を
向
か
え

て
い
る
。
確
実
に
リ
プ
レ
ー
ス
は
到
来

す
る
。
今
後
の
考
え
方
を
問
う
。

「
引
〕
酬
際

電
力
が
高
浜

一
・
二
号
機

の
継
続
運
転
を
望
む
場
合
、
高
経
年
化

技
術
評
価
と
長
期
保
守
管
理
方
針
を
国

に
申
請
し
厳
正
な
審
査
を
経
て
認
可
さ

れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
状
況
は
国

・
事
業
者
に
対

し
町
民
に
分
り
易
い
説
明
を
求
め
て
い

ョ

凹
刺
鱒

合
計
画
基
本
構
想
の
実

現
要
件
の

一
つ
に

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

イ
ク
ル
」
を
取
り
入
れ
住
民
満
足
度
の

向
上
を
目
指
す
。
即
ち
計
画

（Ｐ
）
、

卜秀
何

（Ｄ
）
、
絵
一証

（Ｃ
）
、
改
霊
白
（Ａ
）

の
サ
イ
ク
ル
を
取
入
行
政
の
継
続
的
改

善
を
目
指
す
。
②
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム

を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
に
外
部
審
査

や
内
部
監
査
制
度
の
検
討
も
必
要
と
考

え
る
。
③
、
④
各
部
門
別
の
評
価
と
し

て
は
今
ま
で
実
施
し
て
い
な
い
。
町
民

ニ
ー
ズ
の
収
集
は
住
民
と
行
政
の
対
話

の
場
を
設
け
て
い
く
。

青
の
里
構
想
と
脇
坂
整
備
の
位

置
づ
け
は
。

青
の
里
構
想
の
中
で
の
脇
坂
整
備
は

理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
施
設
ヘ

食
材

（農
、
漁
等
）
が
供
給
で
き
る
生

産
の
場
を
有
害
獣
被
害
や
少
子
高
齢
化

の
中
で
キ
ー
プ
で
き
る
よ
う
町
単
独
事

業
の
制
度
設
計
を
す
べ
き
で
あ
る
。

「
「
一
州
蟻

性
を
考
慮
し
た
高
浜
町
独

自
の
支
援
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
地
域
と
の
意
見
交
換

の
中
で
制
度
設
計
の
具
体
化
を
進
め
て

い
き
た
い
。

」

般 質 問

弩ぎⅢ
:干  “'

ツ

町
民
ニ
ー
ズ
を
満
足
さ
せ
る
町

政
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

①
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
行
す
る

手
法
は
　
②
シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
お
け
る
監
査
は
　
③
今
ま
で
の
成
果

は
　
④
町
民
ニ
ー
ズ
の
情
報
収
集
は

予
算
・決
算特

別
委
員
会
報
告

委
員
長

小
幡

　

生思
仁

《審
議
事
項
》

◎
付
託
条
件
の
審
査

■
議
案
第
５６
号
　
平
成
２２
年
度
高
浜
町

一般
会
計
補
正
予
算
（第
４
号
）

《補
正
予
算
の
概
要
》

平
成
２２
年
度
一般
会
計
予
算
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
、
８
８
４
万
５

千
円
を
追
加
す
る
。

《審
議
の
概
要
》

・和
田
釈
迦
浜
の
海
浜
清
掃
事
業
に
関
し

て
質
問
が
あ
り
、
釈
迦
浜
入
口
の
和
田
マ

リ
ー
ナ
付
近
の
海
岸
を
幅
７
メ
ー
ト
ル
延

長
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
漂
着
物
の

清
掃
を
行
な
う
も
の
で
、ハ
ｖ
回
は
試
験
的

に
清
掃
し
漂
着
物
の
実
態
調
査
や
諸
課

題
を
把
握
し
、来
年
度
以
降
の
予
算
化
の

検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

・高
浜
中
学
校
の
教
室
棟
空
調
設
備
設

置
設
計
委
託
料
に
関
し
質
問
が
あ
り
、

高
浜
中
学
校
教
室
棟
の
１
階
か
ら
３
階

の
普
通
教
室
１
５
室
に
冷
房
の
み
の
ク
ー

ラ
ー
を
設
置
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
つ
た
。

・土
地
開
発
基
金
の
廃
上
に
伴
う
基
金
の

繰
り
入
れ
に
関
し
、
土
地
の
買
収
単
価
と

時
価
評
価
の
差
額
等
の
確
認
の
必
要
性

に
つ
い
て
百
及
が
あ
り
、
不
動
産
鑑
定
士

に
よ
る
鑑
定
評
価
ま
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、
路
線
価
、
固
定
資
産
税
評
価
額
な
ど

か
ら
一定
の
評
価
を
行
な
う
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

・松
竹
大
歌
舞
伎
公
演
開
催
補
助
金
に
つ

い
て
、
追
加
補
填
が
必
要
と
な
っ
た
理
由

の
質
問
が
あ
り
、プ
レ
イ
ガ
イ
ド
等
の
活

用
や
舞
鶴
市
へ
の
Ｐ
Ｒ
不
足
な
ど
の
反
省

点
の
答
弁
が
あ
つ
た
。
た
だ
し
、
和
服
来

場
者
が
多
く
あ
る
な
ど
、
町
民
の
文
化
意

識
の
向
上
に
は
大
い
に
寄
与
し
て
お
り
、

観
光
振
興
面
で
も
高
浜
町
の
ひ
と
つ
◇
ン

ン
ボ
ル
と
し
て
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
隔
年
で
の
公
演
を
視
野
に
入
れ

て
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

【全
員
賛
成
で
原
案
可
決
】

¬0綴Ч9卜も
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連
合
審
査
会
報
告

高
浜
町
総
合
計
画
基
本
構
想
の

策
定
に
つ
い
て

総
務
産
業
委
員
長
　
栗

野

　

明
雄

■
議
案
第
Ｖ
号

高
浜
町
総
合
計
画
基
本
構
想

こ
れ
は
重
要
案
件
と
言
う
こ
と
で
、
総

務
産
業
委
員
会
と
厚
生
文
教
委
員
会
の

連
合
審
査
と
な
っ
た
。

固
　
将
来
的
に
町
村
合
併
は
考
え
て
い

る
の
か
。

固
　
平
成
の
合
併
が
一段
落
し
、
現
在
は

検
証
段
階
で
あ
り
、ハ
ロ併
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

固
一　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
と
の
兼
ね
合
い
は
⑤

固
　
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
。

中
心
街
は
新
し
い
か
た
ち
で
機
能
す
る

よ
う
に
し
た
い
。
周
辺
部
は
里
山
の
崩
壊

防
止
と
、獣
害
問
題
を
合
わ
せ
て
進
め
る

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

回
　
公
徳
心
と
か
人
権
の
文
字
が
見
あ

た
ら
な
い
が
、ど
う
か
。

固
一　
今
の
実
態
に
合
わ
せ
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
の
中
に
含
ん
で
い
る
。

口
　
農
業
、漁
業
は
。

固
　
「
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
が
出
来

る
町
」
の
中
に
含
ん
で
い
る
。

固
　
実
施
計
画
は
誰
が
作
り
評
価
は
ど

つゝ
す
る
の
か
。

固
一　
行
政
が
基
本
計
画
、
実
施
計
画
を

作
り
、
議
会
に
実
施
状
況
評
価
と
し
て

報
告
し
て
い
く
。

固
一　
原
子
力
を
誘
致
し
て
製
造
業
が
衰

退
し
た
。
原
子
力
に
頼
る
町
で
な
く
、
新

し
い
要
素
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

固
　
原
子
力
立
地
の
優
位
性
を
生
か
せ

な
か
っ
た
反
省
は
あ
る
。
原
子
力
と
共
生

し
関
連
産
業
を
育
て
る
町
で
、
メ
ン
ア
ナ

ン
ス
業
務
を
地
元
の
企
業
へ
、と
で
ど
」と

を
支
援
し
て
い
く
。

□
　
策
定
へ
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

圏
　
２
、
０
０
０
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
策
定
委
員
会
を
５
回
実
施
。
集
落
座

談
会
の
意
見
を
反
映
。
庁
内
会
議
の
結

果
も
踏
ま
え
審
議
会
で
審
議
し
た
。

こ
の
総
合
計
画
は
、
大
き
く
全
て
の
こ

と
を
含
ん
で
お
り
、
大
ま
か
な
こ
と
を
決

め
た
も
の
で
あ
る
。
実
施
計
画
の
中
で
住

民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
余
地

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

【賛
成
多
数
で
可
決
】

総
務
産
業常

任
委
員
会
報
告

委
員
長
　
粟

野

　

明

雄

■
議
案
第
６０
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
６‐
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
集
藩
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
６２
号

平
成
２２
度
年
高
浜
町
公
有
水
面
埋
め

立
て
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
卜
号
）

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
６３
号

平
成
盟
年
度
高
浜
町
国
民
宿
舎
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

城
山
荘
＠
ア
レ
ビ
を
ぉア
帯ン
タ
ル
受
信
す

る
た
め
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
購
入
費
で
あ
る
。

ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
ま
で
に
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
が

受
信
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
Ｍ
号

平
成
２２
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（第
２
号
）【全

員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
６５
号

高
浜
町
肢
体
不
自
由
児
援
助
事
業
基

金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

こ
の
基
金
は
町
民
の
１０
万
円
の
寄
付

を
原
資
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
福
祉
事
業
資
金
に
繰

り
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
６６
号

高
浜
町
土
地
開
発
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
議
案
第
６８
号
・議
案
第
６９
号

こ
の
２
議
案
は
安
土
の
公
有
水
面
埋

立
事
業
が
竣
工
し
た
こ
と
に
よ
り
、
土
地

を
確
認
し
字
の
区
域
を
設
定
し
た
も
の

で
あ
る
。

【全
員
賛
成
で
可
決
】

こ
の
ほ
か
、自
由
貿
易
協
定
の
請
願
２

件
を
、継
続
審
査
と
し
た
。

厚
生
文
教常

任
委
員
会
報
告

委
員
長
　
小
幡

　

憲

仁

《
審
議
事
項
》

○
付
託
案
件
の
審
査

■
議
案
第
ワ
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

最
近
２
局
額
療
養
費
の
伸
び
の
傾
向

と
理
由
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
一般
論
と

し
て
、
病
院
の
医
療
機
器
の
進
歩
に
と
も

な
い
、高
額
療
養
費
は
増
加
傾
向
に
あ
る

現
状
に
つ
い
て
報
告
が
あ
つ
た
。

【全
員
賛
成
で
原
案
可
決
】

■
議
案
第
５８
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

備
品
購
入
費
６
８
６
万
７
千
円
に
関

し
質
問
が
あ
り
、
医
療
機
器
と
し
て
、
ポ

ー
タ
ブ
ル
エ
コ
ー
の
更
新
、
患
者
用
ス
リ
ッ

パ
の
減
菌
装
置
、
そ
れ
と
、
公
用
車
と
し

て
巡
回
診
療
な
ど
に
活
用
す
る
車
両
を

１
台
購
入
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

【全
員
賛
成
で
原
案
可
決
】

■
議
案
第
５９
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
業
務
委

託
に
つ
い
て
、
居
宅
介
護
に
誘
導
す
る
た

め
の
調
査
に
な
ら
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ

り
、
次
期
介
護
福
祉
計
画
見
直
し
の
た

め
の
調
査
で
あ
り
、
」ゝ
の
調
査
結
果
を
計

画
に
反
映
さ
せ
た
い
と
の
答
弁
が
あ
つ
た
。

施
設
で
介
護
す
る
か
居
宅
で
介
護
す
る

か
は
、介
護
を
受
け
る
本
人
と
そ
の
家
族

に
最
適
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

環
境
が
大
切
で
あ
り
、
選
択
肢
を
増
や

す
と
で
つ
意
味
で
、
居
宅
の
面
で
も
力
を

入
れ
て
い
く
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

【全
員
賛
成
で
原
案
可
決
】

■
請
願
第
５
号

保
育
制
度
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願

政
府
の
進
め
る
「
子
ど
も
。子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
の
認
知
度
が
低
く
、

性
急
に
結
論
を
出
す
こ
と
は
適
切
で
は

な
い
と
し
継
続
審
査
扱
い
と
し
た
。

原
子
力
対
策

特
別
委
員
会
報
告

委
員
長

的
場

　

輝

夫

①
高
浜
原
子
力
発
電
所
の
現
状
報
告

事
業
者
よ
り
説
明
の
後
、意
見
交
換
。

ｌ
ｏ２
・４
号
機
は
順
調
に
稼
動
中
、
３

号
機
は
定
期
検
査
中
（平
成
２３
年
１
月

下
旬
ま
で
）
。
３
号
機
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に

つ
い
て
は
、
燃
料
装
荷
が
終
わ
り
１２
月
下

旬
に
原
子
炉
起
動
・調
整
運
転
、
平
成
２３

年
１
月
下
旬
に
本
格
運
転
に
入
る
予
定

を
確
認
。

原
発
の
新
耐
震
指
針
に
基
づ
き
、徹
底

し
た
陸
域
・海
域
の
再
調
査
の
結
果
、
基

準
地
震
動
に
対
し
て
安
全
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
の
説
明

を
受
け
た
。

左
記
は
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
装
荷
位
置
で
す
。

②
高
速
増
殖
炉
「も
ん
じ
ゅ
」
の
事
故
に

つ
い
て
、
「
原
子
力
研
究
開
発
機
構
」

よ
り
詳
細
説
明

も
ん
じ
ゆ
の
現
況
、
必
要
性
、
原
子
力

政
策
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
＞」
れ
ま
で
の

経
過
の
説
明
を
受
け
た
。

８
月
２６
日
、
燃
料
交
換
の
後
片
付
け

作
業
中
、
約
２
メ
ー
ト
ル
吊
り
上
げ
た
炉

内
中
継
装
置
が
溶
下
し
た
が
、
そ
の
装
置

の
引
き
上
げ
に
相
当
の
期
間
が
必
要
と

の
詳
細
説
明
を
受
け
、質
疑
を
行
っ
た
。

左
記
は
、
つ
り
上
げ
装
置
の
状
況
で
す
。

MOX燃 料装荷位置
(原子炉上部から見た図 )

石

燃
料
ビ

ッ
ト
側

園 IMOX燃料

片吊りでの品上げ ドア

_ グリッパの傾き力`大きくなる

炉内中継装置
吊上げ開始

炉内中継装置
落下

AHMグ リッパが
炉内中継装置を
正常につかんだ状態

||
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委員会他報告

鳥
獣
害
防
止
対
策
調
査

特
別
委
員
会
報
告

委
員
長

山
本

　

一昌
夫

平
成
２‐
年
５
月
８
日
２
局
浜
町
議
会

第
３
回
臨
時
会
に
お
い
て
付
託
を
受
け

た
事
件

「
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物
に

係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
諸
課
題
に
つ

い
て
の
調
査
及
び
審
議
」
に
つ
い
て
実
施
し

た
。
地
区
代
表
の
農
家
組
合
長
等
か
ら

当
町
に
お
け
る
鳥
獣
害
対
策
の
状
況
に

つ
い
て
の
報
告
や
意
見
を
聴
取
し
た
。
管

外
視
察
と
し
て
若
狭
町
・滋
賀
県
高
島

市
で
恒
久
柵
の
設
置
状
況
や
管
理
方
法
、

追
払
い
等
対
策
の
現
状
を
調
査
し
た
。
ロ

ケ
ッ
ト
花
火
を
使
用
し
た
サ
ル
の
追
払
い

を
集
落
ぐ
る
み
で
実
践
す
る
な
ど
、集
落

で
話
し
合
い
を
重
ね
た
結
果
防
除
対
策

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

又
、
小
浜
市
に
お
い
て
は
シ
カ
捕
獲
わ
な

（小
浜
ビ
ー
ス
ト
キ
ャ
ツ
チ
）
の
設
置
状
況

を
視
察
。

当
委
員
会
の
活
動
と
し
て
は
、委
員
会

の
開
催
を
７
回
、
現
地
祝
察
を
４
回
の
ほ

か
、
町
内
に
お
け
る
鳥
獣
害
の
実
態
や
地

域
住
民
の
考
え
な
ど
を
詳
し
く
調
査
す

る
必
要
か
ら
、
当
委
員
会
委
員
に
よ
る
訪

問
調
査
を
町
内
の
全
農
業
集
落
を
対
象

に
１４
地
域
に
分
け
て
実
施
し
た
。
集
落

訪

問
に
は
、
農
家

戸
数

の
２
割
強

の

２
１
６
人
の
住
民
参
加
が
あ
っ
た
。
多
く

の
住
民
の
考
え
や
意
見
、
被
害
の
実
態
、

対
策
の
現
状
な
ど
の
確
認
が
さ
れ
た
。
対

策
と
し
町
の
補
助
金
支
給
に
よ
り
電
気

柵
の
普
及
率
は
高
く
集
団
で
の
共
同
設

置
が
み
ら
れ
た
。

サ
ル
の
被
害
対
策
は
深
刻
で
ロ
ケ
ッ
ト
花

火
・爆
竹
等
の
追
払
い
隊
に
対
す
る
無
償

支
給
に
よ
り
対
策
の
効
果
が
あ
る
こ
と

を
確
認
。

鳥
獣
害
対
策
の
今
後
の
課
題

集
落
ぐ
る
み
の
防
除
対
策
の
実
施

有
害
獣
の
追
払
い
活
動
の
徹
底

耕
作
放
棄
地
の
適
正
管
理

防
除
対
策
へ
の
経
費
支
援

有
害
鳥
獣
駆
除
体
制
の
拡
充
と
し
て

・捕
獲
技
術
の
研
究
と
関
係
者
へ
普
及

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
増
員

（狩
猟
免
許

取
得
者
の
増
加
）

駆
除
し
た
有
害
獣
処
分
方
法
確
立

駆
除
対
策
へ
の
経
費
支
援

お
お
い
町
・高
浜
町
の
連
携
し
た
協
議
会

設
置
の
必
要
性

以
上
、
当
委
員
会
で
調
査
し
ま
し
た

事
件
に
つ
い
て
中
間
報
告
と
し
ま
す
。

地
域
医
療
対
策

特
別
委
員
会
報
告

委
員
長
　
福

永

　
広

子

井
階
友
貴
和
田
診
療
所
所
長
、
古
同
浜

地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
員
、役
場
担

当
課
長
の
参
加
を
得
て
、
地
域
医
療
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
を
受
け
た
後
、
意
見
交

換
を
行
な
っ
た
。

▼
井
階
所
長
よ
り
、
「
安
心
。満
足
・信
頼

の
地
域
医
療
。地
域
福
社
の
創
造
に
お
け

る
主
体
的
住
民
参
画
の
効
果
の
検
討
」
の

研
究
課
題
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
・研
究
経

‐
費
計
画
等
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行

な
っ
た
。

▼
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
よ
り
活
動
内

容
や
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
翌戯
会

と
し
て
ど
の
様
な
側
面
支
援
が
可
能
か
、

意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
報
告

委
員
長
　
的

場

　

輝

夫

■
選
挙
費
用
の
公
費
負
担
に
つ
い
て

公
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
議
会
自
ら
の

深
く
、
具
体
的
精
査
が
前
提
で
あ
り
、
理

事
者
と
の
調
整
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と

の
意
見
が
大
勢
で
あ
り
、来
年
４
月
に
新

た
な
議
会
の
構
成
が
決
ま
つ
た
後
の
課
題

と
し
た
。

■
各
委
員
会
の
テ
レ
ビ
放
映
に
つ
い
て

テ
レ
ビ
放
映
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
放
映
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
評
価
・分
析

を
十
分
に
行
う
べ
き
で
あ
り
本
会
議
場

以
外
で
の
放
映
に
つ
い
て
は
、放
映
の
た
め

の
機
材
の
調
達
に
１
、
５
０
０
万
の
費
用

が
見
込
ま
れ
、
人
員
の
費
用
も
必
要
と
な

る
こ
と
や
、
役
場
庁
舎
の
移
転
課
題
も
あ

り
、継
続
し
て
論
議
す
る
事
と
し
た
。

■
議
員
年
金
の
動
き
に
つ
い
て

議
員
年
金
制
度
の
廃
上
の
動
き
に
つ
い

て
、
議
長
よ
り
説
明
を
受
け
て
後
、
論
議

し
た
が
廃
止
や
む
な
き
が
大
勢
で
あ
つ
た
。

若
狭
消
防
組
合
議
会
報
告

消
堕
献
員

小

幡

　

憲

仁

０
第
１
５
２
回

若
狭
消
防
組
合
議
会
定
例
会
の
報
告

・会
期
　
平
成
２２
年
１０
月
１２
Ｂ

・場
所
　
若
狭
消
防
組
合
議
会
議
場

《
上
程
議
案
》

■
認
定
第
１
号

平
成
劉
年
度
若
狭
消
防
組
合

一般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

歳
入
総
額
１２
億
５
、
９
５
１
万
４
千

円
、歳
出
総
額
１２
億
４
、
３
９
９
万
５
千

円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
が
、
１
、
５
５
１

万
９
千
円
。

■
豊識
案
を界
１
号

若
狭
消
防
組
合
手
数
料
条
例
の
一部

改
正

特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
等
の
設
置

許
可
等
に
係
る
手
数
料
。

■
議
案
第
２
号

若
狭
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
の
一

部
改
正

家
庭
用
燃
料
電
池
の
普
及
に
伴
う
所

要
の
条
例
改
正
。

【全
議
案
と
も
全
員
賛
成
で
可
決
】

０
第
１
５
３
回

若
狭
消
防
組
合
議
会
臨
時
会
の
報
告

・会
期
　
平
成
２２
年
■
月
２６
日

・場
所
　
若
狭
消
防
組
合
議
会
議
場

《
上
程
議
案
》

■
議
案
第
１
号

平
成
２２
年
度
若
狭
消
防
組
合
議
会

一

般
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

今
年
度
の
基
準
財
政
需
要
額
の
確
定

に
伴
う
消
防
費
分
担
金
の
減
額
補
正
と

前
年
度
繰
越
金
の
財
源
繰
り
入
れ
、
一般

職
の
職
員
の
給
与
減
額
に
伴
う
職
員
人

件
費
の
減
額
に
よ
り
、
１
２
６
万
５
千

円
を
減
額
補
正
。

【賛
成
多
数
で
可
決
】

■
議
案
第
２
号

若
狭
消
防
組
合

一般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一部
改
正

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員

の
給
与
引
き
下
げ
に
準
じ
て
、若
狭
消
防

組
合
一般
職
の
給
与
を
引
き
下
げ
。

【賛
成
多
数
で
可
決
】

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
報
告

議
員

濱

田
　

守

好

０
第
２
回
定
例
会

・日
程
　
平
成
２２
年
■
月
２４
日

・場
所
　
福
井
県
自
治
会
館

《審
議
事
項
》

■
第
８
号
議
案

副
広
域
連
合
長
の
選
任

橋
本
達
也
あ
わ
ら
市
長
を
選
任

■
第
９
号
議
案

監
査
委
員
の
選
任

嵐
等
越
前
市
議
会
議
長
を
選
任

■
第
１０
号
議
案

平
成
２‐
年
度
一般
会
計
・特
別
会
計
決

算
の
認
定

空
般
会
計
決
算
］

収
入
済
額
　
６
億
９
２
６
万
３
千
円

支
出
済
額

５
億
４
、
５
３
４
万
４
千
円

不
用
額

　
　
６
、
３
５
０
万
４
千
円

［特
別
会
計
決
算
］

収
入
済
額

９
０
２
億
８
、５
８
１
万
５
千
円

支
出
済
額

８
７
５
億
４
、２
７
５
万
１
千
円

不
用
額

　

６２
億
２
、
５
０
８
万
７
千
円

不
要
額
発
生
原
因
は
、
職
員
１
名
が

減
じ
た
こ
と
、
委
託
費
の
減
少
、
通
知
文

書
の
郵
送
方
法
を
、個
人
か
ら
世
帯
別
に

配
布
す
る
こ
と
に
し
た
こ
と
と
、新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
も
予
想
よ
り
少
な

か
っ
た
こ
と
等
に
伴
う
療
養
給
付
費
の
減

等
で
あ
る
。

【全
員
異
議
な
く
認
定
】

■
第
――
号
議
案

一般
会
計
補
正
予
算

追
加
補
正
　
　
　
６
、
３
９
２
万
円

２‐
年
度
決
算
に
お
け
る
繰
越
金
を
歳

入
と
し
、
市

町
に
対

し
返

還
金

６
、

３
８
３
万
円
、
お
よ
び
、
医
療
制
度
補
助

金
返
還
金
と
し
て
９
万
円
を
返
還
す
る

議
案

【全
員
異
議
な
く
採
択
】

■
第
１２
号
議
案

特
別
会
計
補
正
予
算

追
加
補
正
　
２
７
５
億
５
、２
９
５
万
７
千
円

療
養
給
付
費
等
準
備
基
金
へ
の
積
立

金
お
よ
び
、

２‐
年
度
療
養
給
付
費
負
担

金
等
返
還
金
が
主
な
内
容

【全
員
異
議
な
く
採
択
】

■
第
１
号
報
告

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
、

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一部
改
正
（専
決
）

【全
員
異
議
な
く
承
認
】

i委1員 会 他 報 告
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Tギ一到鉾
（
一
至轟競

平成22年度和田地区敬老会

若狭高浜観光協会夏期反省会

若狭消防組合発足40周年記念大会

第152回若狭消防組合議会定例会

第2回高浜日]老人クラブ連合会スポーツ大会

第フ回原発立地議会サミットBブロック実行委員会

知事への福井県議会議長会要望汚動

平成22年度主要地方道坂本高浜線整備促進期成同盟会総会

2010年度部落解放 人権政策確立要求高浜日丁総決起集会

平成22年度内浦地区敬老会

平成22年度高浜日J連合遺族会主催慰霊祭

福井県原電所在地議会特別委員会連絡協議会要望渭動 (地域戦略室へ
)

おおしヽ・高浜総合振興協議会

青郷地区敬老会

臨時会

第 153回若狭消防組合議会臨時会

若狭和田観光協会定期総会

12月 定例会

30日

3日

12日

24日

25日 |

28日

29日

29日

31日

6日

12日

14日

25日

26日

フ日

.  夢打7

編

集

後

記

新
た
な
年
を
迎
え
、
町
民
の
皆

様
と
共
に

「
１０
年
後

の
我
が
町
」

を
夢
に
描
き

「
私

の
Ｌ
づ
く
り
」

へ
と
、
誤
り
な
き

一
歩
を
踏
み
出

身
士
つ
Ｈ
¨

故
郷
高
浜
が

「
誇
り
高
く

・
活

気
あ
ふ
れ

。
心
安
ま
る
故
郷
」
で

あ
り
続

け

る
た
め
に
、
私
達

一

人

・
ひ
と
り
の
汗
と
努
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

文
責
　
的
場
　
輝
夫

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
Ｈ貝

渡
邊

横
田

小
幡

栗
野

的
場

西
出

孝
則
孝

憲
仁

明
雄

輝
夫

秀
雄

^fl二・ 1亀

平成22年度高浜地区町民体育大会
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